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松本　治朗一一日一一　8
図書館功コレビュー勺-化なんて
でえきれえだ ~/・ 良 田雅 紀
当方、図書館アルバイト歴5年のベテランアルバイターである。自分で言うのも何だが堅実な仕
事振りには定評があったのである。
とっとっところがである。今年からコンピューターが導入され今までの仕事が役に立たずちょち
ょまってしまい、近代文明についていけない明治初期の士族の境遇を味わっているのである。確か
に貸出・返却業務は楽になったのは事実であるが、変化球を投げられるともういけない。利用者
カードなしの貸出、延長等は講義と同様SAPPARI WAKARANのである。マニュアルを読ん
でコンピューターを動かそうとするが、もしまちがえたらもうもとにもどらんのじゃなかろうかと
いう恐怖。こいっは写りの悪いテレビを直そうとして電源を入れて配電盤をドライバーでいじる時、
もしここをさわったら感電死するんじゃないかと思う恐怖(こんなバカなことをしているのは当方
だけかもしれんが。 )に似ていて非常に怖くて指がすすまないのである。結局、年下の相棒にやっ
てもらうのであるが、窓際族の悲哀を若冠26才で感じているのである。おまけにあの感度の鈍い
バーコード、何度なぞってもうんともすんとも言わない奴。平和堂のレジの奴ととっかえてやりた
いとどれ程思ったことか。とどめは業務終了の際コンピューターの電源を切るのに当初は20分以
上かかり(きちんとやってもプログラム上短縮できないのだよ。 )残業ぽっかりであった。ちなみ
にアルバイターは残業手当なんておいしいものは出ないし、時給591円の当方としてはいっか労働
組合を結成して革命を起こしてやると思ったことか。
当方の最近の仕事といえば、力仕事の本の返却とハナコピー等のNOTコンピューター関係の仕
事ばかり先輩の権限でやっている。 (もっともこっちの方がしんどいんだが。 )その他は誰にも負
けない呼び出しのコール(感情を入れないしゃべり方を会得しているのは当方くらい、もっとも自
慢にはならないが。 )くらいである。
閑話休題、いったいコンピューター化で便利になったのか、職員の人は将来を見越してというが
具体的にはよくわからないし、利用者には非情のどとく延帯日数がインプットされるし、アルバイ
ターは前述のとおりである。
当方としては従来のやり方の方がbetterと思うのだが--?まったく国のやることはよくわか
らんことが多い。たとえば道路に描いてある『高中速車50』という表示。いったい高速車、中速
車なんてあるの?　描くだけムダだと思うんだけど--0
時代は進歩するのだからシステムの改良はおおいに結構であるが、安易にブームに便乗すると改
悪になるってこともよくあることで莫大な投資をしたコンピューターが、宍道湖の干拓のようにな
らないことを期待してやまないこの頃である。 (当方は来年卒業バイトも定年、あとは野となれ山
となれえ。どうせ私は無責任。 )
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あんな風にこんな風に変わった
カウンター
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運用業務の機械化が、学内の注目のもと、図書館業務電算化の一翼を担うべく4月からスタート
しました。
この機械化で、貸出・返却がこれまでより一層速くなりました。貸出は利用者カードと借りる本
のバーコードをなぞるだけで終わります。バーコードリーダーが利用者カードと本をなぞってコン
ピューターから出るピッという音、これが貸出OKの合図となります0
でも、ときどき、バーコードをなぞっても貸出OKの音がでないときがあります。コンピュータ
ーが気まぐれを起こし、 「バーコードエラー」のメッセージを点滅させますo　そんなときは意地に
なって何度もバーコードをなぞってもダメです。意地になればなるほど、コンピューターは「ホラ
ホラ何してるの、バーコードエラーでしょo 」とこタニタ笑うかのように点滅しているだけですo
こうなったら,大きく深呼吸して気分を落ち着け、やわらかくバーコードリーダーを持ち、軽くお
戯いをするようになぞります。そうすればコンピューターも人間の気持ちがわかって機嫌を直しj
ピッと答えてくれます。 「館員泣かせのコンピューター」でもあります。
返却期限が遅れている利用者には「未返却図書あり」とピロンの音がなります。貸出・返却の出
入りが激しい利用者にすぐ知らせることができ、返却を忘れた人は思い出して「すぐ持ってきます」
と慌てて帰り,次の日に返しにきます。
返却は、カウンター横の返却台に置くだけですみますが、これまでの習慣でカウンターに返す利
用者もたくさんいます。見たところ、返却期限内の利用者はカウンターに、返却が遅れた人は返却
台に返すようです。
利用者カードは、利用者登録をすませて1人1枚発行します。このカードで単行本と製本雑誌が
合わせて5冊7日間、未製本雑誌が10冊で3日間の独占的排他的利用が保証されます。単行本は、
貸出期間内であれば1回(7日間)延長ができるように変わりました。
返却期限が遅れると、延滞日数が計算され累積されます。延滞日数が寛容の範囲を越える利用者
には、不本意ですが、貸出を止めなければなりません。図書館としては、こういう利用者を出した
くはありません。 「遅れて不仲になるよりもいっもニコニコ早めの返却」をお願いします。
利用者カードをまだお持ちでない学生・教職貞の方はぜひ利用者登録をしてください。知的欲求
不満の人も図書館に来てください。図書館はそんなあなたを待っています。バラエティーに富んだ
資料と感情豊かな図書館員がいます。
最後に、貸出中の本はコシビュータ二に記録されますが、返却すると貸出記録は消えます。これ
までどおり、図書館は貸出中も含め利用者の皆さんのプライバシーは厳守します(T)
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刺用着用端末のすべて(の一口部緒介)
本学図書館の業務機械化により、利用者向け
のサービス・ツールもペーパー(紙)からディ
スプレー(電子化)に変更していく計画です。
電子化にあたっては、図書館のカウンターの
ペーパー・レス(物理的にすっきりさせてより
よいサービスを提供する)をめざす過程におい
て、 「現行サービスと比べて使いやすいこと。 」
を前提とし、計算機の能力・実行に伴う予算を
考慮しつつ逐次提供いたします。
(「○がさき　けずるみのない　われくやし」
鶴野音返)
利用者専用端末機は、運用業務の本稼働にあ
わせて、カウンターに向かって左手の通路に1
台設置しました。
設置した場所をトイレを背にして立ったまま
利用することにしましたが、 「机と椅子を買う
予算がない。」 「場所がない。 」とか、いう理
由ではなく、利用される内容が所蔵検索を主体
としたものなので、 「利用時問も短時間ですむ
だろう。 」 「カウンターの近くが操作説明等の
補助する時にも便利だろう。 」との判断をした
からです。
「どうしても落ち着けない」との声が多けれ
ば(端末利用者? ・トイレ利用者?)また考え
なおすことになると思いますが--0
専用端末機の利用にあたっては、特さとことわ
る必要.はありませんので、独占しない範囲で自
由にど利用下さい。 (「ゆずりあう　こころひ
とつで　えんまんかいけつ」辞余倒錯)
利用者向けに提供する予定のサービスは5つ
あります。
(1)図書所蔵検索システム
図書館にある和図書すべて、洋図書の一部が
検索対象となります。 (貸出しのためのIDラ
ベルが貼ってあるものは検索可能です) ID
ラベルが貼ってない図書も逐次処理中で数年以
内にすべての図書が検索可能となります。
講座等にある図書の昭和62年度受入れ分以
降のものが検索可能です。所属一覧画面の取扱
区分に研究室と表示されます。具体的な名称は
請求記号をひかえてカウンターでおたずね下さ
い。それ以前のものは現在のところ処理する予
定はたてていません。
講座等にある図書のほとんどが洋図書ですか
ら、洋図書の所蔵検索では所蔵がないと表示さ
れても念のためカード目録も見て下さい。
(昭和63年度受入れ分以降、カードの繰り込
みは中止しました。 )
図書館にある視聴覚資料(主にビデオ・テー
プ)も処理予定ですが、著者にAVと入力する
予定です。ですから視聴覚資料だけに限定した
い時は、書名と著者がAVとして検索して下さ
いO
(2)雑誌所蔵検索システム
和雑誌はすべて、洋雑誌は1971年以降未製
本雑誌を含めて検索対象となります。 (貸出し
のためのIDラベルを貼ってあるものが検索可
能です。 )それ以前の洋雑誌は貸出しされるま
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では検索対象となりません。
講座等にある雑誌は所蔵一覧画面の取扱区分
に具体的な講座等の名称が表示されます。
洋雑誌の古い所蔵についての有鰍ま(3)の雑誌
目録検索で確認して下さい。
(3)雑誌目録検索システム
(2)の雑誌所蔵検索システムと同じように思わ
れるかもしれませんが、現在カウンターに置い
てある冊子体の雑誌目録のようなものです。
両者の違いは、所蔵検索では個々の貸出し状
況まで知ることができますが、通覧性が目録検
索より低く、反対に目録検索は通覧性は高いが、
個々の貸出し状況等の情報が見られません。ま
た、所蔵検索では最新の未製本雑誌の到着状況
が分かるのに対し、現在のところ目録検索にお
いては知ることができません。利用者自身の必
要度に応じて使い分けて下さい。
所蔵・目録検索は、本学の所蔵している資料
が検索対象で、他の大学の資料についての所蔵
の有無は知ることはできません。必要が生じた
時は、これまでどおりカウンター-申し出て下
さい。
また、主な検索対象項目が書名・著者名、雑
誌名となっていますので「××についての図書
(雑誌) 」というような特殊な要求・漠然とし
た要求には対応していません。同様に雑誌の論
文レベルでの検索もできません。
機器構成・能力の点から、現在のところ、図
書館外からのアクセスはできません。
(1X3)、と(2)は作成者が別人で設計思想が異
なっています。レスポンスでは勝ったが、動作
環境では負けたなどと、血迷っているのは、な
にをかくそうこの私なのです。 ( 「かちまけが
とかくきになる　まだわかし」阿柿野珠念)
(4)館内案内図
いままで( 「利用のしおり」とか掲示板に紙
に書いていた案内図のビジュアル化を計り、行
きたい場所を【PF】キー(ファンクションヰ
- :キーボード最上段)で選ぶとその場所の位
置を点滅・ショート・コメントを表示していま
す。また休館El ・行事などのお知らせ短信も表
示できるようにしました。 (「もくぼでも　く
にをはろばす　ちからあり」九郎野三勿)
(5)グループAV室の予約
現在一覧リストと予約申込書で処理しているもの
を、画面を通して利用者自身で行えるようにし
ましたO予約にあたっては、 【pF】キーと数
字キーだけの入力でできますので,キーボード
恐怖症(?)に陥ることは少ないはずなのです
が--・。 (「さわらぬと　さめたよこめで　と
もをよぶ」詠仁白図)
それぞれの使い方は、サービス提供とともに
マニュアルの整備をおこないますが,画面中の
メッセージに従い、必要に応じて-ルプ画面を
呼び出すことにより基本的操作はできるように
作られています。 --と思っていますが、分か
らないことがあればカウンターにおたずね下さ
い。 (「ならうより　なれろといわれ　はやひ
とよ」波賀井袋) (O)
-5-
日付 88.8.3
T0
滋賀医科大学附属図音館
A
LLLL IIIII KKKK
LLLL IIII KKKK
LLLL IIII NNNNNNN NNNN KKKK KKKK CCCCCCCCC
LLLL IIIII NNNNNNN NNNN KKKK KKKK CCCCCCCCCCC
LLLL IIII NNNN NNN NNNN KKKKKKKKKK CCC CCC
LLLL IIIII KKKK KKKK CCC
LLLL inn KKKK KKKK CCC CCC
LLLLLLLLLLLL IIIII NNNN NNNNNN KKKK KKKK CCCCCCCCCCC
LLLLLLLLLLLL IIIII NNNN NNNNN KKKK KKKK CCCCCCCCC
Library Information Network
for North-Kinki.Circulation part
【 サービスメニュー 】
PF1:図書所蔵換索 PF5:雑誌 【目録】検索
PF2: PF6:雑誌 【所蔵】検索
PF3: PF7:グループAV室の予約
PF4: PF8:緒内案内図
利用するサービスの【PF】キーを押して下さい○
SYOKANJ且2CP10A.XSYSOPB) MSG:
雑誌所蔵検索
T
番号 雑誌名 発行年代
表示番号
1
2
3
4
5
6
誌名 年代
代
新着巻号 発行日付 受付日 前受付号 発行日付 受付日
検索雑踏名 AND 発行年
雑蒔名中の単語を入力して [入力/実行] 検索件数 0件
税 明⇒PF8 カナ変換朝 F20 メニュー朝 F24
OSYOKANJBKJOBDOPR.XSYSOPR)
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(グルー プAV室予約) 88年 7月15日
7月 [上段A室下段B室○■.★は予約済]
91011121314151617181920 91011121314151617181920
ll ■■■■■■■■■■ 18
1車 蝣JIllllJIllll.
12 着蝣i蝣蝣蝣蝣蝣蝣蝣蝣 19
■℡■■■℡■■車車
13 細管おき■細 20
細事 蝣 rilm
14 蝣蝣蝣 21
15 22
16 蝣 23
蝣 蝣蝣
91011121314151617181920 91011121314151617181920
利用者番号 核当PFキー は?
予約日時 日 時から 時まで 部屋は(A→1、B→2)
]①予約 ②取消 ⑧説明 ⑬次責 ⑯前頁 ⑰確認 ⑳終了 J
TOSYOKANJBKJOBDOPR.XSYSOP丹)
▼:境在位置 ブラウジング ⇒①
未製本雑誌 ⇒②
↑男W 閲 覧 机
J 子C J
葉問事項 ⇒⑧
欧文雑誌 ⇒④
複写スライド亡ク⑤
厚生省.自書 ⇒@
参考図書 C$⑦玄関 ▼
れタ I Jl 和文索引誌 ⇒⑧
欧文索引誌 ⇒⑨
⇒⑩
お知らせ1 ⊂,⑪
お知らせ2 亡〉⑩
I .
事 務 室 - ● ー 吟⑳
. 閲 覧 室
-
⇒⑭
⇒⑮
上に昇る ⇒⑳
もうやめた ⇒⑳飴内案内図 1階
l医学生物学関係の参考図書○.2階には一般教養関係 蔽当PFキー はl
TOSYOKANJBl(JOBDOPR.XSYSOPR)
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-多数の人材を育てた
緒方洪庵一
校本治朗
扶氏経験迫訓　扶散乱度氏著　緒方洪奄
安政4年刊　全25冊
袖珍内外方叢(写本)普刺歓著　緒方洪竜
青木周弼・伊東南陽訳　全1冊
緒方洪竜の名は日本歴史上に燦然と輝いてお
り、その名は誰もが知っているところである。
彼が主宰した適塾の門下から福沢諭吉、大村益
次郎、橋本左内等の優秀な人々が数多く輩出さ
れたこともよく知られている。洪竜は医学以外
の洋学についても教授し、幅広い人材の育成に
務めた蘭学者である。
洪竜は、岡山の生まれで、中天源と坪井信道
に蘭学を学び、さらにオランダ商館長ニーマン
にも師事した。その業績には大坂での牛痘法実
施、適塾の主宰、医学書の出版等輝かしいもの
が多数ある。晩年は江戸に出て幕府の奥医師と
して召し抱えられ、西洋医学所の頭取にも就任
した。
洪竜の著書としてF扶氏経験迫訓』と門由珍
内外方叢lが、当大学の文庫に収蔵されている。
扶氏経験遺訓についてはこれまでに本欄で紹介
文　4.校読料六十枚四匁』と書き残している
ように簡単に誰にでも読める本ではなかった。
また、本書と同様の歴史的意義を有している洪
葛の訳本として『病学通論』が挙げられる。こ
れは初めて本邦に病理学を紹介したという点で
扶氏経験迫訓とならんで極めて重要なものであ
る。
つぎに門由珍内外方叢』についてであるが、
乾・坤二冊からなる薬物学書で洪竜と門人の共
訳書である。当大学に収蔵されているのは河村
家門人による筆写本である。原著者は「普刺歓」
となっているが、その詳細は不明である。袖珍
とは柚にはいる程度の小型本という意味である
から、おそらく洪竜は手軽に持ち運びできる薬
物学書ということで袖珍内外方叢と命名したの
であろう。内容をみると和蘭両名のついた薬物
が10巻にわけて系統的に記載されている。例
えば第4巻植物の項には煙草葉-ニコチアナー
に関する記載がある。煙草葉利用の第一方法は
煙草薫に湯を浸すというもの、第二方法は煙草
糞に酒を浸すというもの、第三方法は煙草葉に
幾つかの薬剤を加えるものとしてあり、これら
を一日何滴服用するかについて詳しく記述され
ている。つぎに煙草葉を外用として用いても風
や折癖に有効だとしている。このように本書は
薬物学書として極めて興味深いものである。
文久3年、西洋医学所頭取在任中であった洪
竜は結核により病没し,駒込高林寺に葬られた。
したことがあるので概略にとどめるが、医史学
上、本書によって初めて我が国の西洋内科が系
統的に大成されたと評価されている。当時本書
はたいへん評判がよく、多くの人々に読まれた
ことがわかっているが入手は困難であったらし
い。洪竜門下の橋本左内は扶氏経験過訓の写本
にあたり　rl.紙48枚一枚四百文　2.写料
一枚につき六文　3.表紙料一枚につき-匁四
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(産婦人科学教室・助手)
図書館の活動(62.10.　　63,9.30)
10/15
5ii;i
l・ A-
近畿地区国公立大学図書館協議会　　3/ll
昭和62年度主題別研究集会
(京大)
-23　第1回国立大学図書館協議会シン
ポジウム(京大)
STNデータベース説明会(大阪)
近畿地区国公立大学図書館協議会
(京産大)
ll/1 1
12/1
第42回近畿地区医学図書館協議
会例会(天理市)
附属図書館委員会(第48回)
3/22
4/18
4/22
・20
滋賀医科大学雑誌編集委員会
1〟7-10　昭和62年度大学図書館職員講習
会(阪大)
12/16　　　「相互貸借の推進方策調査研究班」
第8回会合(京大)
1/12.19.26　B本目録規則(NCR) 1987年
1/14
1/21
1/28
a/10
2/19
:/∵ _I
版講習会(大阪)
「相互貸借の推進方策調査研究班」
第9回会合(京大)
情報検索システムSTN入門研修会
(大阪)
近畿地区国公立大学図書館協議会
昭和62年度主題別研修会(阪大)
6/10
6/22
第43回近畿地区医学図書館協議
会例会(大阪)
「相互貸借の推進方策調査研究班」
第10回会合(京大)
近畿地区国立大学図書館協議会
近畿地区国公立大学図書館協議会
企画委員会(京大)
第44回近畿地区医学図書館協議
会例会(大阪)
第59回日本医学図書館協会総会
(大阪)
昭和63年度国立大学附属図書館
事務部課長会議(東京医歯大)
第57回近畿地区国公立大学図書
館協議会総会(京都)
第13回国立医科大学図書館会議
(神戸市)
6/23-24　第35回(昭和63年度)国立大学
図書館協議会総会(神戸市)
JOIS医学・薬学系専門研修会
??
? ? ? ?
近畿地区国公立大学図書館協議会
昭和62年度主題別研究集会
(京大)
(大阪)
滋賀医科大学雑誌編集委員会
第14回IMIC公開セミナー(大阪)
第5回学術情報センター・シンポ
ジウム(東京)
昭和63年度目録システム講習会
(地域講習会) (阪大)
情報検索システムSTN入門研修会　　o/uL　60　第15回医学図書館員セミナー
(大阪)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(旭川医大)
情報検索システムSTNコマンド研　8/30-9/2　第23回医学図書館員研究集会
修会(大阪)
近畿地区国公立大学図書館協議会　　9/2
昭和62年度主題別研究集会
(阪大)
-9-
(守口市)
国立大学附属図書館富士通ユーザ
ー会(名大)
9/6-9　　昭和63年度目録システム講習会　　9/22　　　第45回近畿地区医学図書館協議
(地域講習会) (京大)　　　　　　　　　　　　会例会(西宮)
附属図書館委員会(第49回)
編　集　後　記
図書館窓口業務の機械化に追われて、 「さざなみ」の発行が1年近くも遅れてしまいました。コ
ンピューターというのは存外手間ヒマかかる道具で、入れないデータは当然出てこないし、ミスタ
ッチしても命令通りにしか動かない等々、オオザッパな私には手にあまる代物でありました。
アテにしていた原稿が集まらなかったり、何やかやでずいぶん長い御無沙汰となりましたが、ど
ちらにしても編集委員の怠慢。お許しください。
カウンターの変化(坐っている人間が同じなので変りばえもそこそこですが)についてはチラシ
などでその都度お知らせしてきましたが、利用者端末の紹介はこれが最初です。この端末で検索で
きる内容、検索方法などが時々刻々と変化し、なかなか端末ガイド決定版ができなかったのですが、
やっと一段落しましたので案内します。
カウンターでみていますと、目録カード時代にはカードの引出しにさわったこともない若者達が、
「え?!これ勝手に使っていいの?」などといいながらワイワィ、ガチャガチャやっている反面、
巻頭の良田君のような青年もいて、コンピューター化は図書館サービスに新しい問題提起をしてい
るようです。
機械とのインターフェースをうまくとり、人間関係は機械的・事務的にならず、今まで以上に
at home　な図書館にしたいと思っています。
期間だけは長かった編集委員でしたが、次号から選手交代、前任者にならわず、休まず遅れず発
行してください(S)
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